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離
婚
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
岡

野
あ
つ
こ
女
史
に
よ
れ
ば
、

「
今
は
、
女
性
が
男
性
を
育

て
る
時
代
」
ら
し
い
。
男
性

か
ら
幸
せ
に
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
時
代
は
、
と
っ
く
に

終
わ
り
、
女
性
が
「
貴
方
を

幸
せ
に
し
て
あ
げ
る
」
と
言

え
る
女
性
作
り
を
推
奨
し
て

い
る
、
つ
ま
り
『
Ｋ
Ｙ
（
可

愛
く
、
よ
い
し
ょ
）
の
法
則

で
５
Ｓ
（
ス
ゴ
イ
！ 

さ
す

が
！ 

ス
テ
キ
！ 

最
高
！
世

界
一
！
）』
を
使
え
ば
、
家

庭
の
経
営
は
完
全
に
妻
が
握

る
と
い
う
。
今
ま
で
だ
っ
て

女
性
は
、
デ
フ
レ
な
ん
て
関

係
な
く
消
費
を
続
け
て
き

た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
銀

座
の
景
観
を
変
え
る
ほ
ど
増

え
た
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
大
型

店
が
、
10
年
以
上
持
ち
こ
た

え
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。「
１

度
覚
え
た
消
費
の
う
ま
み
を

忘
れ
ら
れ
な
い
」
女
性
の
物

欲
は
健
在
だ
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
女
性
に
引
き
換
え
、

男
性
は
劣
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
バ
ブ
ル
期
の

ア
ッ
シ
ー
君
（
送

り
迎
え
す
る
男

性
）、
メ
ッ
シ
ー

君
（
食
事
を
お
ご

る
男
性
）
な
ん
て

役
割
に
甘
ん
じ
て

以
降
、
輝
き
を
増
す
女
性
と

の
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
。

女
性
を
う
ま
く
口
説
く
の
も

苦
手
、
い
や
反
対
に
、
身
奇

麗
に
し
て
好
か
れ
た
い
美
魔

女
な
ら
ぬ
『
美
魔
男
』
ま
で

登
場
し
た
ら
し
い
。
だ
か
ら

男
女
の
距
離
を
縮
め
る
は
ず

の
車
だ
っ
て
売
れ
な
く
な

る
。
今
や
、
家
庭
や
消
費
で

は
女
性
こ
そ
主
役
で
あ
る
。

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
厚

生
労
働
省
が
８
月
19
日
に
発

表
し
た
雇
用
均
等
基
本
調
査

（
確
報
版
）
で
明
ら
か
に
な

っ
た
（
図
４
）。
女
性
の
管

理
職
の
登
用
促
進
に
向
け
、

何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
企
業
も
38
・
２
％
に

と
ど
ま
っ
た
。
企
業
の
取
り

組
み
は
依
然
と
し
て
追
い
つ

い
て
い
な
い
実
情
が
浮
か
び

上
が
っ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
で
も
管
理
職（
課
長
以
上
）

に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
10

％
未
満
の
企
業
が
81
・
１
％

に
の
ぼ
る
。
米
国
は
４
割
、

英
国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
３

が
あ
る
。「
昇
進
意
欲
が
低

い
」「
す
ぐ
に
仕
事
を
辞
め

る
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

く
る
中
で
、
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が

Ｍ
字
分
布
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
女
性
が
結
婚
や
出
産
を

機
に
離
職
し
、
育
児
を
終
え

た
後
に
再
び
労
働
市
場
に
戻

る
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を

と
る
社
会
に
お
い
て
は
、
30

代
で
労
働
力
率
が
低
下
す
る

た
め
、
Ｍ
字
の
谷
が
現
れ
る

（
図
３
）。
長
時
間
労
働
や
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
難
し

い
こ
と
が
、
女
性

を
尻
込
み
さ
せ
て

い
る
要
因
を
な
っ

て
お
り
、
子
ど
も

を
持
っ
た
段
階
で

仕
事
か
家
庭
か
の

二
者
択
一
を
迫
ら

れ
、
退
職
す
る
女

性
は
今
な
お
多

い
。
一
度
職
場
を

離
れ
る
と
好
条
件

で
の
再
就
職
は
難

し
い
。
こ
れ
で
は
管
理
職
候

補
と
な
る
女
性
の
数
は
限
ら

れ
て
し
ま
う
。
同
時
に
男
性

が
も
っ
と
家
庭
で
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

欠
か
せ
な
い
。
日
本
の
男
性

が
育
児
や
家
事
に
か
け
る
時

間
は
、
欧
米
に
比
べ
短
い
。

子
育
て
対
策
次
第
で
30
代
に

な
る
と
働
く
女
性
が
減
る
現

象
も
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
政
府
が
準
備

に
入
っ
た
新
法
は
、
女
性
の

再
就
職
支
援
の
た
め
の
助
成

金
支
給
も
打
ち
出
し
た
。
女

性
登
用
で
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
企
業
を
認
定
し
、
該

当
企
業
を
税
制
や
、
地
方
自

治
体
に
よ
る
助
成
事
業
で
優

遇
す
る
措
置
を
盛
る
方
向
で

あ
る
。

　

し
か
し
で
あ
る
。
社
会
進

出
の
側
面
で
は
主
役
た
り
得

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
は
あ
り
ま
す
」。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
騒
動
の
真
偽
は
別

と
し
て
、
い
さ
さ
か
う
わ
ず

っ
た
声
は
今
も
記
憶
に
強
く

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ヒ
ロ

イ
ン
は
、
ピ
ン
ク
色
と
白
衣

の
割
烹
着
を
好
む
研
究
者
だ

っ
た
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
で
注

目
を
集
め
た
（
図
１
）。
成

果
と
は
別
に
、
社
会
的
な
影

響
を
も
つ
こ
と
の
少
な
い
と

思
わ
れ
る
若
い
『
女
性
』
で

あ
る
こ
と
が
注
目
を
集
め

た
。
実
際
に
、
図
２
に
示
す

よ
う
に
日
本
の
雇
用
労
働
者

の
賃
金
は
男
性
10
に
対
し
て

女
性
６
～
７
程
度
の
格
差
が

あ
る
。
そ
の
差
は
、
ま
だ
ま

だ
世
の
中
が
男
社
会
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

算
を
示
し
た
。
白
書
は
、
日

本
の
労
働
力
人
口
が
13
年
の

６
５
７
７
万
人
か
ら
３
０
年

に
は
５
６
８
３
万
人
ま
で
急

減
す
る
と
の
予
測
に
基
づ

き
、
働
き
手
の
減
少
を
緩
和

す
る
た
め
に「
子
育
て
世
代
」

の
女
性
に
注
目
し
て
い
る
。

　

実
際
に
男
性
の
労
働
力
率

を
年
齢
別
に
グ
ラ
フ
化
す
る

と
、
一
般
的
に
諸
外
国
で
は

逆
Ｕ
字
な
い
し
台
形
分
布
が

現
れ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
女
性
の
そ
れ
は
男
性
と
異

な
っ
た
傾
向
を
示
す
こ
と

　

２
０
１
４
年
度
の
年
次
経

済
財
政
報
告
（
経
済
財
政
白

書
）
で
は
、
経
済
成
長
の
制

約
要
因
と
な
っ
て
い
る
労
働

力
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
、

女
性
と
高
齢
者
の
就
労
を
促

す
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
、

育
児
を
し
な
が
ら
働
け
る
環

境
を
整
備
す
れ
ば
、
女
性
の

労
働
力
を
約
１
０
０
万
人
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
試
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女
性
管
理
職

　

民
間
企
業
で
働
く
課
長
級

以
上
の
管
理
職
に
占
め
る
女

性
の
割
合
が
２
０
１
３
年
は

６
・
６
％
で
、
調
査
開
始
し

た
09
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い

男性だけではなく女性にも
化粧品のリテラシー
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き
く
見
劣
り
す
る
こ
と
で
、

経
団
連
は
７
月
、
会
員
企
業

の
う
ち
47
社
が
策
定
し
た
女

性
の
役
員
・
管
理
職
登
用
に

関
す
る
自
主
行
動
計
画
を
公

け
て
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

　

日
本
の
女
性
の
就
業
者
割

合
は
４
割
強
で
、
海
外
主
要

国
と
の
差
は
な
い
。
し
か
し

管
理
職
の
割
合
を
見
る
と
大

ば
し
た
一
人
は
、
別
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
日
本
に
は

晩
婚
化
の
現
実
が
あ
り
、
女

性
議
員
に
は
本
当
に
早
く
結

婚
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

女
性
に
は
結
婚
す
る
・
し
な

い
、
子
供
を
産
む
・
産
ま
な

い
と
い
う
自
由
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
で
誰
か
ら
も
非
難
さ

れ
る
理
由
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
、
い
ま
だ
気
づ
い
て
い

な
い
。
男
性
だ
っ
て
、
資
生

堂
の
美
容
部
員
の
０
・
２
％

の
約
20
人
が
美
容
術
を
磨
い

て
働
い
て
い
る
。
男
女
平
等

と
は
、
そ
も
そ
も
男
性
の
性

別
に
と
ら
わ
れ
た
意
識
の
問

題
で
あ
ろ
う
。
男
女
平
等
の

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
日

本
は
１
３
６
カ
国
中
の
１
０

５
位
で
あ
る
（「
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
発
表
し
た

「
世
界
男
女
格
差
リ
ポ
ー
ト
」

２
０
１
３
年
よ
り
）。

　

25
才
の
平
塚
ら
い
て
う

（
図
５
）
の
『
青
踏
（
せ
い

と
う
）』
の
創
刊
号
の
巻
頭

言
で
「
元
始
、
女
性
は
実
に

太
陽
で
あ
っ
た
。
真
正
の
人

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
文

章
は
さ
ら
に
、「
今
、
女
性

は
月
で
あ
る
。
他
に
依
っ
て

生
き
、
他
の
光
に
よ
っ
て
輝

く
、
病
人
の
よ
う
な
蒼
白

い
顔
の
月
で
あ
る
」

と
続
く
。「
他
」
は

も
ち
ろ
ん
男
性
の
こ

と
。
日
本
女
性
史

上
、
初
の
人
権
宣
言

と
し
て
、
こ
の
巻
頭

言
は
今
な
お
日
本
の
女
性
解

放
運
動
の
金
字
塔
で
あ
る
。

女
性
の
自
我
の
発
露
に
世
の

中
は
注
目
さ
れ
た
が
、
１
０

３
年
後
の
今
、
働
く
社
会
の

組
織
が
ど
こ
ま
で
進
化
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
ケ
ネ
デ
ィ
米

大
使
は
、
就
任
後
の
初
講
演

で
「
女
性
に
権
限
移
譲
が
進

め
ば
社
会
全
体
が
利
益
を
得

　

花
王
は
１
月
７
日
、「
平

成
27
年 

賀
詞
交
換
会
」

を
開
催
し
、
メ
ー
カ
ー
や

小
売
業
、
卸
売
業
な
ど
取

引
先
の
ト
ッ
プ
が
多
数
詰

め
か
け
た
。

　

澤
田
道
隆
社

長
は
冒
頭
の
挨

拶
で
、「
昨
年

は
、
激
し
い
変

化
が
起
こ
っ
た

１
年
だ
っ
た
。

気
候
変
動
が
激

し
く
、
日
銀
の

追
加
金
融
緩
和

に
よ
り
急
速
に

円
安
が
進
ん

だ
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
原
油
価
格
や
株
価
、

為
替
な
ど
大
き
な
変
化
が

生
じ
て
お
り
、
先
が
な
か

な
か
見
え
な
い
」
と
現
状

表
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
４

月
に
経
団
連
が
ま
と
め
た

「
女
性
活
躍
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
」
に
沿
っ
た
も
の
で
、

①
会
員
企
業
に
自
主
行
動
計

画
の
策
定
を
促
し
公
開
、
②

女
性
管
理
職
候
補
の
養
成
講

座
開
講
、
③
企
業
人
を
学
校

へ
派
遣
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
充
実
―
―
―
な
ど
で
、
女

性
の
継
続
就
労
と
役
員
・
管

理
職
へ
の
積
極
登
用
を
進
め

る
。
女
性
が
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
化
粧
品
業
界
で
は
残
念
な

が
ら
管
理
職
の
割
合
が
少
な

い
企
業
が
多
い
。
他
業
界
を

み
る
と
、「
女
性
管
理
職
数
を

２
０
２
０
年
に
３
倍
、
30
年

に
５
倍
に
」（
ト
ヨ
タ
自
動

車
）、「
20
年
度
ま
で
に
女
性

役
員
２
人
以
上
」（
全
日
本
空

輸
）、「
女
性
管
理
職
の
早
期

育
成
に
向
け
て
研
修
制
度
を

充
実
」（
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、清
水
建
設
）
と
、目

標
を
掲
げ
て
い
る
（
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
、
調
査
対
象
２

万
３
４
８
５
社
、
有
効
回
答

企
業
数
１
万
１
０
１
７
社
）。

　

日
本
政
府
も
、
指
導
的
地

位
に
占
め
る
女
性
の
役
割
を

２
０
２
０
年
ま
で
に
30
％
程

度
と
す
る
目
標
を
掲
げ
、
経

済
界
に
も
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
９
月
の
安
倍
改
造

内
閣
で
も
５
人
の
女
性
が
閣

僚
に
起
用
さ
れ
過
去
最
多
と

し
て
話
題
に
な
っ
た
。ま
た
、

中
央
省
庁
の
局
長
級
以
上
の

女
性
幹
部
が
８
人
か
ら
15
人

に
ほ
ぼ
倍
増
す
る
こ
と
で
、

こ
の
ポ
ス
ト
の
６
・
２
％
を

占
め
、
国
家
公
務
員
全
体
の

女
性
比
率
は
26
・
７
％
で
過

去
最
高
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に

働
く
女
性
の
数
が
増
え
る
の

が
当
た
り
前
な
時
代
で
あ
る
。

解
決
に
つ
な
が
る
付
加
価

値
提
案
を
行
う
こ
と
で
、

生
活
者
の
安
心
感
や
ゆ
と

り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

そ
れ
を
醸
成
す
る
よ
う
な

方
向
に
引
っ
張
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
ひ
い
て

は
こ
れ
が
日
本
の
景
気
回

復
の
一
助
と
な
り
、
我
々

が
必
ず
達
成
し
な
い
と
い

け
な
い
『
デ
フ
レ
脱
却
』

に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

述
べ
、
社
会
的
課
題
を
解

を
分
析
し
つ
つ
、「
生
活

者
は
間
接
的
に
何
ら
か
の

圧
迫
感
を
感
じ
、
そ
れ
が

安
心
感
・
ゆ
と
り
の
低
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
変
化
が
激

し
く
、
先
が
読
み

に
く
い
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
受
身
で

は
な
く
積
極
的
に

自
ら
未
来
を
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
企
業

は
生
活
者
の
安
心

感
を
し
っ
か
り
後

押
し
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
語

っ
た
。

　

花
王
グ
ル
ー
プ
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
、「『
環
境
』

『
健
康
』『
高
齢
化
』『
衛
生
』

と
い
っ
た
社
会
的
課
題
の

決
す
る
付
加
価
値
提
案
を

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

牽
引
し
て
い
く
決
意
を
語

っ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
日

本
を
代
表
す
る
数
学
者
・

広
中
平
祐
氏
は
『
素
心
深

考（
そ
し
ん
し
ん
こ
う
）』

を
座
右
の
銘
と
し
て
い

る
。
素
直
な
気
持
ち
で
、

物
事
を
深
く
考
え
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
変
化
が

早
く
落
ち
着
い
た
状
況
で

な
い
と
き
こ
そ
、
敢

え
て
時
間
を
か
け
て

素
直
に
思
慮
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
我
々

は
こ
う
い
う
ス
タ
ン

ス
で
何
と
か
１
年
を

乗
り
切
っ
て
い
き
た

い
」
と
今
年
に
か
け

る
思
い
を
語
っ
た
。

　

【
島
田 

邦
男 

氏 

プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
５
５
年
東
京
生
ま
れ

　

工
学
博
士

　

大
分
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
卒
業
、
化
粧
品
会
社
勤

務
を
経
て
日
油
㈱
を
２
０
１

４
年
退
職
。

　

日
本
化
粧
品
技
術
者
会
東

京
支
部
常
議
員
、
日
本
油
化

学
会
関
東
支
部
副
支
部
長
、

日
中
化
粧
品
国
際
交
流
協
会

専
門
家
委
員
、
東
京
農
業
大

学
客
員
教
授
。

　

日
油
筑
波
研
究
所
で
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ
ン

脂
質
ポ
リ
マ
ー
の
評
価
研
究

を
実
施
。

　

日
本
油
化
学
会
エ
デ
ィ
タ

ー
賞
受
賞
。
経
済
産
業
省 

特
許
出
願
技
術
動
向
調
査
委

員
を
歴
任
。

　

主
な
著
書
に

　

「
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｐ
ｒ

ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｎ
ｏ
ｖ

ｅ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ

ｓ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」（
㈱

シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
）

　

「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｓ
， 

Ｉ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ 

ａ
ｎ
ｄ 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 
ｏ
ｆ 
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ

ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
」（
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
－
Ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｇ 

Ｇ
ｍ
ｂ
Ｈ
）
他
多
数

る
」
と
語
っ
た
。
ド
ボ
ジ
ョ

（
建
設
業
界
で
働
く
女
性
）

で
も
ト
ラ
ガ
ー
ル
（
ト
ラ
ッ

ク
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
）
で

も
い
い
。
仕
事
に
は
生
き
る

た
め
の
Ｊ
Ｏ
Ｂ
と
人
の
役
に

立
て
る
生
き
が
い
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
が
あ
る
。
ぜ
ひ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

を
す
る
多
く
の
女
性
が
登
場

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

「
自
分
が
早
く
結
婚
し
た

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」「
産

め
な
い
の
か
」
と
、
東
京
都

議
会
の
本
会
議
で
、
質
問
に

立
っ
た
女
性
議
員
に
浴
び
せ

ら
れ
た
「
や
じ
」
が
大
き
な

話
題
に
な
っ
た
。
や
じ
を
飛

２０１５
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第１部　粧業界マーケティング戦略資料

第２部　主要メーカー別発売商品一覧

１．わが国化粧品産業の現況と業
態別動向

　⑴化粧品店　⑵薬局　⑶量販店　
⑷百貨店　⑸ＣＶＳ　⑹訪販

２．主なカテゴリーの動向
　 （2013.７～ 2014.６） 
　⑴スキンケア　⑵メークアップ　⑶ヘ
アケア　⑷男性用化粧品

　⑸フレグランス　⑹ファミリー＆ベビー
　⑺レジャー＆エチケット

３．化粧品の主な新製品 
　（2013.７～ 2014.６）

化粧品、フレグランス、トイレタリーメー
カー （輸入品含む） 
主要メーカーの全製品をライン、アイ
テム別 （容量･価格） に掲載。
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お
わ
り
に

図４ 就業者と管理職に占める女性割合の国際比較
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（％） 女性就業者割合 女性管理職割合
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図５ 平塚らいてう

割
を
超
え
る
が
、
大
き
く
差

が
開
い
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、「（
女
性
活
躍

社
会
へ
の
）
変
革
を
担
う
男

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー（
影

響
力
）
の
会
」
が
、
通
称
Ｍ

Ｃ
Ｃ
（
Ｍ
ａ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ａ

ｍ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）
と
呼

ば
れ
女
性
の
社
会
活
躍
に
本

気
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
，
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
（
女
性
な
く
し
て

仕
事
な
し
）」
と
い
う
方
針

で
、
女
性
が
所
有
し
て
い
る

会
社
、
も
し
く
は
経
営
陣
に

女
性
が
い
る
会
社
と
の
取
引

を
増
や
す
こ
と
に
決
め
て
い

る
。あ
る
大
手
通
信
会
社
は
、

２
０
１
１
年
に
上
級
副
社
長

の
中
で
女
性
が
占
め
る
割
合

を
前
年
よ
り
も
９
％
ア
ッ
プ

さ
せ
た
。
そ
し
て
２
０
１
２

年
に
は
前
年
比
で
24
％
も
続

賀詞交換会で
今年にかける思いを語る

花王・澤田社長
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